
今できることで
一歩を歩む

♯できることを重ねて未来を創ろう



感謝を込めて

新型コロナウィルスの影響により、様々な環境変化や不安、恐れ、多くの気持ちの揺

れ動きが皆さんあった事と思います。そんな中、1年間活動を止める事無く続けて来ら

れたことに、心より感謝致します。

最近では、ミルクがない、オムツがない、明日食べる物がない、と言ったような相談

を受けることも出てきました。そんな中、できることがあるということをみつめ、でき

ることを実際に支援にかえることができて、結果として助けられる人がいるということ

は、「私達は微力かもしれない、けれど無力ではない。」という私達の合言葉の、正に

「微力は力である」ということに他ならないと思っています。

皆様と共に活動できることを心から嬉しく、誇りに思い、深く感謝致します。



今後の活動の方針について

新型コロナウィルスは今だ収束が見えません。社会は揺れ動き、今後生活が苦し

くなっていく人は増えていくのではないかと思われます。すでにその兆候は見えて

きているといっても過言ではありません。

NPOゆこびとは、来年度も引き続き子どもたちの生活を守る支援を続けていき

ます。今だからできることもあります。新型コロナウィルスについては、情報を見

定め、対策を行いながら、今できることを重ねて活動していきたいと思います。



NPOゆこびとからのお約束

• この活動は強制するものではありません。仕事の状況、家庭の状況、健康状況、

それぞれの方が様々な要因を検討した上で、活動にご参加下さい。

• 活動上の安全対策に必要なマスク、フェイスシールド、手袋などの物品はゆこび

とから支給させていただきます。

• 三密の環境にならないよう、十分に配慮した環境設定を行います。



鎌ケ谷こどもだんらん食堂

• ３密が避けられない環境での活動になっている。

• 一緒に料理という側面は重要でありながらも、緊急性がない。

• 食材提供や購入したお弁当による代用の支援が可能。

→安全が確保されるまで、鎌ケ谷こどもだんらん食堂の開催は中止とする。

R3年の見通しとして、ワクチンが十分に有効である事、変異型コ

ロナウィルスによる感染拡大がないことを前提に、ワクチン接種が

進むであろう10月を目安に小規模での再開を検討する。



だんらんカフェ

• より支援の必要な子たちの場として形成

• 経済的な支援が必要な子、家庭環境により居場所としての支援が必要な子がいる

• 家族単位での参加が多い（現在5家族が参加している）

→基本的には開催継続。

→感染拡大の場合、経済的な支援が必要な子たちは食材提供のみにとどめる。

→居場所の支援が必要なこども数人に限り、ごく小規模でのカフェの開催継続。

感染状況が深刻な場合、中止を判断し、個別のフォローアップを検討する。

→開催場所は相互の感染リスクを防ぐために、はっぴーを活用する



だんらん創作レシピ本VOL.３

VOL.3今年も無事に完成できそうです。

現在、編集作業中です。

3月末に印刷のはこびとなりますので、皆様のお手にお届けできるのは4月に入って

からになるかと思います。
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R2年度フードヘルプかまがや活動・支援実績

《支援物資》

• フードドライブ2回実施

• フードヘルプに使用出来る助成金20万×2獲得（子ども食堂中間支援むすびえ）

• 東葛フードバンク お米を中心とする支援物資の使用

• フードロス食品の使用

• 他市民からのご寄付、お米などのご寄贈

《提供状況》

• 食材提供計8回（45日に1回） 23家庭＋市の学習支援に参加している家庭18家庭

• 緊急支援 こども総合相談室からの依頼３件、コロナによる依頼１件



鎌ケ谷市に子ども食堂を増やす活動

令和２年１１月１０日のゆこびと定例会議の今後の方針にて、下記の課題提起がありました。

・東部学習センターでの開催はもとより、人数が多すぎてスタッフ負担が多くなっていた。

開催場所を他にも作るなど、分散化が必要か？

それを受けて、鎌ケ谷市内の子ども食堂を拡充すべく、市役所と相談した結果、フォーラム

や講座などを開催し、子ども食堂を行いたいと思っている人を育てる活動が必要であるとの

結論に達しました。

そこで、国の休眠預金事業の助成金に申し込んだところ、内定が決まりましたのでご報告致

します。だんらん食堂が活動できない今だからこそ、フードヘルプで繋がることが必要な今

だからこそ、今後の為に必要な活動であると思います。

皆様のお力をおかしいただけますようお願い申し上げます。



NPOゆこびとの支援者を増やそう！

100人のサポーターを作る「100サポ」プロジェクト

今年度、鎌ケ谷市の応援補助金が終了となります。来年度は休眠預金の助成金をとることが

できましたが、ずっと助成金や補助金を獲得できるとは限りません。今後の為に、NPOゆこ

びとの資金基盤を強化することを考えていく必要があります。

来年度、フォーラムや講座を通して、多くの方に知ってもらう機会が増えるからこそ、今

NPOゆこびとを紹介できるパンフレットや定期的に寄付金を集められる環境設定などが必要

となると考えています。

コロナだからこそやってきているチャンスもあります。それをうまく活用し、NPOゆこび

との地盤固めを行って行けたらと思っています。

活動予定内容

・ NPO法人ゆこびと紹介パンフレット作製

・ 銀行振込用紙の作成、WEBカード決済による募金体制の構築

・ フォーラムでの支援者募集の活動




